
 

 

（様式１－３） 

福島県（浪江町）再生加速化事業計画 再生加速化事業等個票 

平成２６年１０月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 10 事業名 浪江町地域スポーツセンター改修事業 事業番号 (1)-4-1 

交付団体 浪江町 事業実施主体（直接/間接） 浪江町（直接） 

総交付対象事業費 ８，６６７（千円） 全体事業費 ２０８，６６７（千円） 

再生加速化に関する目標 

平成 29 年 3月の避難指示解除に向けて、現在の避難指示解除準備区域を居住し生活できる地域として、

集中的にインフラの復旧など生活環境の整備を進めることとしている。その中で、浪江町地域スポーツセ

ンターは町民同士のつながりを維持するための施設として大きな役割を果たす。健康増進活動や生涯学習

機会の創出、文化を継承するための活動をする場所として地域で活動する団体等をはじめ、外部の団体等

も活用し町民の憩いの場として確保できるよう整備する。 

本事業で当該施設の稼働を町民に示すことで、町民の帰還への想いを醸成し、さらに浪江町の復興を加

速するために大きく寄与することとなる。 

事業概要 

浪江町地域スポーツセンターは、平成 22 年 3 月に着工し、平成 23 年 3 月の完成直前で東日本大震災及

び、東京電力福島第一原子力発電所の事故により被災し、そのままの状態となっている。本事業は、当該

建築途中の建物を復旧・完成し、スポーツセンターとして利用する。 

平成 26 年 3月に策定された「浪江町復興まちづくり計画」内で、避難指示解除準備区域を「浪江町全体

の復興拠点」と位置付け、集中的に復旧・復興に向け生活できる環境を整備することとしている。当計画

の中では平成 29 年 3月の避難指示解除に向け、健康増進機能や文化の継承を通したつながりの維持のため

既存運動施設等の復旧が位置づけられており（「浪江町復興まちづくり計画」P.26）、浪江町地域スポーツ

センターの復旧によりその役割を果たすと期待されている。 

施設概要 

所 在 地：福島県双葉郡浪江町大字権現堂字下馬洗田 地内 

敷地面積：8,894.64 ㎡ 

建築面積：3,794.85 ㎡ 

延床面積：3,997.79 ㎡ うち、ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ 1,588.14 ㎡ ｻﾌﾞｱﾘｰﾅ 497.28 ㎡ 

建築構造：プレキャストプレストレスコンクリート造（一部鉄骨造）２階建て 

当面の事業概要 

＜平成 26 年度＞〔８，６６７千円〕 

改修方法の検討・設計を実施する。 

 

＜平成 27 年度以降＞〔２００，０００千円〕 

平成 26 年度の調査設計により施設の復旧工事を施工する。 

地域の再生加速化との関係 

浪江町は、地震、津波、原子力災害と大きな被害を受け、全町民が分散避難を強いられ、震災前にあっ

たコミュティ機能が崩壊した。避難指示が解除し町民の帰還が開始されるまでには、崩壊したコミュニテ

ィを再生させ維持するために浪江町地域スポーツセンターが持つ役割は非常に大きいものである。生涯学

習の機会創出、健康増進活動、文化を継承するための活動など、町民同士をつなぐ活動が可能な場所とし

て活用できることで、浪江町の再生加速に寄与するものである。 



 

関連する事業の概要 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 


